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OASIS UBL TC 香港会議参加報告

日程：2004年5月10日（月）～5月14日（金）

場所：The University of Hong Kong（香港）

参加者：添付資料「Attendants of OASIS UBL TC Hong Kong Meeting」を参照

1． 総括

1.1　今回の香港会議の位置付け

· OASIS UBL V1.0のTCドラフトが完成したことを受けて，次期バージョンのV1.1に向けた活動の概要を検討し作業計画を作成するものである。

· 今回の大きなテーマとしては，ローカライゼーション（地域でのUBL普及促進）とカスタマイゼーションの検討・推進がある。

· 参加者は，F2F（Face to Face）の参加者が20名，電話参加者が3名の合計23名。氏名，組織，国は添付資料を参照ください。東アジア（中国，香港，韓国，日本）から9名が参加して，UBLユーザーサイドとして，参加人数的にも大きな位置付けを占めた。

1.2　日本からの貢献と要求

· UBLに関するECOMの活動とUBL JPLSCの活動を説明した。説明資料は添付資料を参照ください。

· ローカライゼーションの第一の活動としてUBL仕様の翻訳があるが，翻訳の方法としてECOM，JPLSCの方法が採用された。具体的には，①UBL仕様の翻訳としてExcelスプレッドシートとする。②翻訳項目は，UBL名称とUBL定義の2種とする。③UBL名称の翻訳は，UBL名称の直訳ではなく，データ項目の意味が同一のビジネスターム（equivalent business term）とする。

· 日本としてはUBLの利用者としての立場から，「日本の産業界でのUBLの利用を考えており，導入方法はUBL仕様をそのまま，又はサブセットとして利用したい。このため，カスタマイゼーションガイドラインよりは実装ガイドラインが必要である。」と意見具申した。

1.3　今回の会議の主な成果・決定事項

(1) UBL V1.0のOASIS標準化のスケジュールは以下とする。

· 5月16日：レビュー開始（OASIS会員）

· 6月16日：レビュー終了（OASIS会員）

· 7月：必要な改善をしてOASIS標準として申請

· 8月1日：OASIS会員に公告

· 8月16日：OASIS会員の投票開始

· 8月31日：OASIS会員の投票終了

· 9月1日：OASIS標準となる（否定的投票がない場合）

· 9月30日：OASIS標準となる（否定的投票がある場合）

(2) ローカライゼーションの作業内容とスケジュール

· ローカライゼーションSCとして，CNLSC（中国），KRLSC（韓国），JPLSC（日本），SPLSC（スペイン）の４種が立ち上がっている。

· 第一優先の作業アイテムはUBL仕様の翻訳である。

· UBL V1.0のビジネス文書（7種）の各国の翻訳版を開発する。

· ローカライゼーション仕様書はMS Excel表で作成する。

· 翻訳する項目は以下の2種。

UBL Nameの翻訳：単なる直訳でなく，項目の意味が同等なビジネスターム（equivalent business term）とする。

UBL Definitionの翻訳：英文の翻訳。

· ローカライゼーション仕様書の作成段階で出たUBL V1.0に対する疑問点・不具合点はUBL TCにフィードバックする。

· スケジュールの目標

ドラフトの作成：2004年8月（コペンハーゲン会議）

ローカライゼーション仕様として完成：2004年11月（サンフランシスコ会議）

(3) 今後のUBL TCの主な活動は以下を実施する。

· UBLの普及促進としてローカライゼーション活動の推進。

· 技術関係テーマとしては，カスタマイゼーションとハーモナイゼーションを検討してガイドラインを作成する。

(4) 次回のUBL TCのF2F会議

· 8月16日（月）～20日（金），コペンハーゲンにて

· 11月，サンフランシスコにて

1.4　感想

· UBL TC活動は，相当活発である。F2F（Face to Face）会議を3ヵ月毎に開催しており，電話会議も毎週開催している。E-mailでの意見交換，仕様開発も活発である。

· ローカライゼーションの活動は，アジア地域の中では日本がリードしていると思われる。2004年2月～3月にかけて，ECOMで実施したUBL Orderの翻訳活動でUBL Orderの構造的不具合（BIE「Allowance Charge」の構造）を指摘して，改善が受け入れられた経過がある。今後もローカライゼーションの活動を通して，UBL仕様のブラッシュアップが期待されている。UBL仕様の翻訳方法・枠組みもECOM，JPLSCでの方法が採択された。

· 今後のUBL TC会議は，8月と11月に開催される。日本からは少なくとも1名は参加が必要と思われる。

2． 　会議（OASIS UBL TC）の内容

2.1 オープニングプレナリー（開催全体会議，10日AM）

UBL TC議長のJon Bosak が「Concept Review of UBL」と「UBL TC Meeting」（添付のプレゼン資料）を説明した。 

主な注目点は以下。

· UBL仕様の位置付け：eビジネス標準の「Payload Slot」に当てはまる。

· Advantage of a single XML format.

· 現在のUBLはB2B言語の5世代目である。

· 最近のUBLの開発状況。

· UBL V1.1では，UBL仕様の実装ガイドラインを提供予定。

· UBL V1.0 TC仕様を発表して，各種の広報媒体に掲載された。

2.2 SC（Sub Committee）報告（10日AM～11日AM）

(1) Library and Content SC (Tim McGrath)

今後の計画は以下。

· ライブラリ（Business Document）の拡大

例：Materials，Payment，Transport，Catalogue，Statistical Reports

· カスタマイズ方法ガイドライン

· 他のグループと連携

例：UN/CEFACT TBG，OASIS ebXML BP TC，OASIS ebXML R&R TC，Localization，Industry Group

(2) NDR (Naming and Design Rules) Update (Mark Crowford)

· 2月のTCミーティングから多くの変更があった。

· UBL NDR V1.0 Alpha Draftが目標。

(3) UBL Tools (Anne Hendry)

· 前回のTCミーティングから活動開始している。

· FAQの整理を実施する。

· 教育用の実装ガイドラインを作成する。

(4) CNLSL (Patrick Lee)

· 中国地区の言語としては，Simplified Chinese CharactersとTraditional Chinese Charactersの2種がある。UBL仕様の翻訳は，Simplified Chinese Charactersから始めた。

· 3地域（Greater China，Hong Kong，Chinese Taipei）のビジネス環境は異なっている。例：税金，法律，ビジネス形態

(5) JPLSC (Noboru Ito)

· Localization活動は3種あり，JPLSCの現状はPhase 2である。

Phase１：UBL仕様とOASISルールの理解。

Phase 2：UBL仕様の翻訳

Phase 3：UBLの実装

· プロモーション活動として以下を実施する。

日本でのOASIS Webサイトの構築

セミナーの開催

UBLガイドブックの作成。

· 現状のJPLSCメンバーは，9名。

· 6月に「China-Japan International Joint Forum」の開催を計画している。

(6) KRLSC (Jason Lee)

· 韓国でのebXML関係活動を紹介。

· KRLSCのアクションプランは，JPLSCを参考にして作成した。

· 現状のKRLSC体制は，2人のCo-Chairと8名のメンバーから構成されている。

· 先月の4月から活動開始したばかりである。

2.3 特別報告（10日PM～11日午前）

(1) Activities regarding UBL at ECOM in Japan (Yukinori Saito)

· 2003年度のECOMの標準BP変換方法調査研究アドホックTFの活動内容を説明した。

· 主な説明内容は，活動の背景，UBLを注目した理由，標準メッセージの顔発方法の調査，標準メッセージの変換方法のケーススタディ，UBLと日本の代表的標準メッセージ（ECALGA，JEDICOS-XML）とのデータ項目マッピング試行の結果。

(2) Australian Wheat Industry Export Process (Tim McGrath)

· オーストラリアでの穀物輸出プロセスのプロジェクト「BizDex」が推進している。

· このプロジェクトでは，UBLの採用を検討している。

2.4 Localizationの検討（10日午後～11日午後）

(1) UBL仕様の主のビジネス文書の翻訳アイテムは下記の2種とする。

· UBL Nameの翻訳：単なる直訳でなく，同等のビジネスタームとする。

· Definitionの翻訳

(2) 文書フォーマットはMS Excelのスプレッドシートとする。

(3) Localization仕様書には以下の項目を乗せる。

· UBL Name

· Dictionary Entry Name

· Cardinality

· Component Type

· Alternative Business Terms (Targeted Language)

· Definition (Targeted Language)

(4) Localization仕様書は，各国毎に作成する。例：中国（香港と台湾を含む），韓国，日本。

(5) スケジュール

· ドラフトの作成：8月（UBL TCコペンハーゲン会議）

· Localization仕様完成：11月（UBL TCサンフランシスコ会議）

(6) UBL V1.0のLocalization仕様とする。この過程でUBLの不具合が判明すればUBL TCに提案して，UBL V1.1に反映する。

(7) V1.0 BetaとV1.0仕様との差異リストがある。参考になる。（Tim McGrath）

2.5 UBL V1.0のOASIS標準化のスケジュール確認（12日午前）

· 5月16日：レビュー開始（OASIS会員）

· 6月16日：レビュー終了（OASIS会員）

· 7月：必要な改善をしてOASIS標準として申請

· 8月1日：OASIS会員に公告

· 8月16日：OASIS会員の投票開始

· 8月31日：OASIS会員の投票終了

· 9月1日：OASIS標準となる（否定的投票がない場合）

· 9月30日：OASIS標準となる（否定的投票がある場合）

2.6 ebMailのデモ（12日午後，CECID）

· ebMailは，ebXML MS仕様（ebMS）に準拠したメッセージ搬送のソフトウェアパッケージである。通信プロトコルはSMTPのみである。ebMSのRM（Reliable Messaging）の機能を持っていない。主としてSME（中小企業）を対象として開発しており，RM（Reliable Messaging）が不要と判断した。

· ebMailのユーザーはマレーシア税関システムがある。約3,000の中小企業が参加しているシステムである。香港のCECIDがコンサルした。

· 大企業用のメッセージ搬送パッケージとしては，HERMESを提供している。HERMESは，通信プロトコルとしてHTTPとSMTPの両者をサポートしている。ebMSのRM（Reliable Messaging）の機能を持っている。

· HERMESを利用しているユーザーは不明。理由：フリーオープンソースのため。

· 大企業がHERMESを導入して，中小企業がebMail又はHERMESを採用した場合，EDI交換が出来るか？→企業毎に通信仕様をCPAで設定すれば可能。

2.7 カスタマイゼーションの検討（技術トラック，12日午後）

(1) 「Goals of Customization. What is Context? Identifying and Defining Context.」の説明（Tim McGrath）

(2) コンテキストとは，例えば，どのようにしてBIEをアセンブルしてビジネス文書（例：Purchase Order）を組み立てるかである。

(3) 「Customization Guideline」と「Implementation Guideline」は，同じか，どこが違うか。（Anne Hendry）

(4) カスタマイゼーションには5種のユースケースがある。（Tim McGrath）

1 UBL仕様をそのまま利用（カスタマイズなし）

2 UBL仕様から制限をつけて利用（サブセットとして利用）

3 UBLライブラリから複数のBIE部品を組み合わせてビジネス文書を作成して，UBLXXXとする。

4 UBLのNDR（Naming and Design Rules）を適用してBIEを設計

5 UBL部品からビジネス文書を構築する。UBLとは名付けない。

(5) JPLSCとしての考え方（斉藤）

· 日本としては，UBL仕様のそのまま適用を考えている。UBLのBIEは豊富なので，サブセット化が必要と思っている。もし，追加で必要な情報項目が現れたら，日本独自で項目追加のカストマイズをしなく，UBL TCに提案したい。この方法が相互運用性を確保出来る方法である。Tim McGrathの提案の②の方法である。

· 「Customization Guideline」と「Implementation Guideline」は，別物と考えている。日本としては，「Customization Guideline」より「Implementation Guideline」へのニーズが大きい。

· 「Implementation Guideline」として期待したい項目は，UBLを含めた複数のビジネス文書の変換方法・システム，UBL文書の表示方法，印刷方法（例：スタイルシートの望ましい利用方法）などがある。

2.8 カスタマイゼーションの検討（プレナリー，13日午後）

· UBLで作成するガイドラインとして以下が考えられる。

1 Harmonization Guideline

2 Customization Guideline

3 Implementation Guideline

· Customization Guidelineは，UBLユーザーが，XML Schemaの観点で，UBLコンフォーマントのXML Schemaを引き出すために，何ができるかを解説するものである。

· Harmonization Guidelineは，ビジネスの観点のものである。TBG17の作業に関連する。

· Customization Guideline とHarmonization Guidelineは別の作業タスクで，別のアウトプットを作成することになる。

2.9 技術検討のまとめ（14日午前，Mavis Cournane）

(1) NDRについて

NDRの見直しに伴って，XML Schema例をアップデートする。

(2) 以下の2種の活動を開始する。

1 カスタマイゼーション（Customization）

· XML Schemaに対するコンテキストの応用に関するカスタマイズについて検討する。

· カスタマイゼーションガイドラインを作成する。

2 ハーモナイゼーション（Harmonization）

以下の検討を含む。ハーモナイゼーションガイドラインを作成する。

· BIE，モデルに対するコンテキストの応用。

· 実装者に対するUBLの導入

· UBLがどのようにebXML CCTSを実装するかのガイドライン。

（質問と意見，斉藤）

· 実装ガイドラインはハーモナイゼーションガイドラインに含むのか。日本の利用者としてはUBLのそのままの利用（又はサブセット）を考えており，実装ガイドラインが必要である。

→Yes.

2.10 クロージングプレナリー（閉会の全体会議，14日AM）

(1) 体制見直し［リエゾン］

UBL TCのWebサイトのリエゾンリストが古いので見直す。

(2) 体制見直し［SC（Sub Committee）］

· UBL Software SCを立ち上げる。現状のTTSC（Tools and Techniques SC）とISC（Implementation SC）を包含する。ChairはAnne Hendryとする。

· UBL Human Interface SCを立ち上げる。FPSC（Formatting and Printing SC）を包含する。ChairはKen Holmanとする。

(3) 体制見直し［Weekly Calls（毎週の電話会議）］

以下の2種の電話会議を毎週開催する。

1 Atlantic Call

· 主に大西洋地域の委員が参加する。

· 主にUBLの技術的内容を検討する。主なテーマはUBL利用のユースケースの検討。UBL仕様のカスタマイゼーションとハーモナイゼーションの検討。

· モデレータは，Mavis Cournaneとする。

2 Pacific call

· 主に太平洋地域の委員が参加する。

· 主なテーマはローカライゼーションがある。

· モデレータは，Jon Bosakとする。

備考：ここでのPacific callはUBL全体の太平洋地域の電話会議である。従来から実施しているLSC（Localization Sub Committee）だけの電話会議（ubl-l10n）は，従来通り毎月開催する。

(4) 次回のUBL TC会議

· 日程：8月16日（月）～20日（金）

· 場所：コペンハーゲン

· 参加者はJon BosakとMark Crowfordへ連絡する。

· ホテルの予約が難しいので早めにホテルの予約をすること。

(5) 次々回のUBL TC会議

· 日程：11月

· 場所：サンフランシスコ

(6) 来年のUBL TC会議

· 2月，5月，8月，11月に開催したい。

· 会議場所を提供するホストを募集する。

· Ken Holman：8月の会議のホストを引き受ける。
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